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●停電になったときなど「イザ！」という緊急の場合に、確実に動かなければ役に立ちません。
●運転時間は短いですが非常時に作動するので、定期点検や経年劣化する部品の交換が大切です。
（消防法では年2回の保守点検が義務づけられています）

■非常用予備発電装置は…いざ!!という時が出番なのです！！

発電装置の点検・整備を行っていなかったからです… 発電装置の点検・整備を充分行っていたからです!!
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…

部品も古く
て動かない

よぅ…
・・・

イエーイ!!
 ピカピカだぁ!

大きな差が
でます!!

サ
ビ
て
動
か
な
い
… 僕

に
ま
か
せ
て
!!

「もし、配電線が停電になったら…」（台風の日のAビルとBビルの場合）

（エンジン）

（エンジン）（発電機）

（発電機）

非常用予備発電装置の点検・整備のご案内
万が一に備えてメンテナンスをおすすめします



万が一に備えてメンテナンスをおすすめします

非常用予備発電装置の点検・整備についてのご用命・お問い合わせ等
ございましたら、当協会保安技師までお気軽にお問い合わせください。

●発電設備の保全に関する法令の基準
　発電設備の機能を維持するために、電気事業法、消防法、建築基準法等の法令によって、保全に関する基準は、下記
のように定められています。

関係法令

電気事業法 電気工作物すべて 保安規程による

6カ月
（機器点検）
および
1年

（総合点検）

－ 保安規程による

点検基準
（告示）

点検要領
（通達）

消　防　法

建築基準法

対　象　物 点検の内容

機器点検
総合点検

日常巡視　日常点検
定期点検　精密点検

点　　検
期　　間 報　　告 基　　準

・特定防火対象物で延べ面積
が1,000m2以上のもの
・防火対象物で延べ面積が
1,000m2以上の消防長または
消防署長が指定するもの

上記以外の防火対象物

特定行政庁が指定するもの 外観点検
機能点検等

特定行政庁が定
める期間（おおむ
ね6カ月から1年
に1回）

特定行政庁が定め
る期間（おおむね6カ
月から1年に1回）

消防機関
1年に1回
（特定防火対象物他）

3年に1回
（上記以外の防火対象物）

建築設備定期点
検検査業務基準
指導書
（建築指導課監修）

1．非常用予備発電装置の点検・整備
　非常用予備発電装置は、台風、水害、地震、火事などによる電力会社からの商用電
源停電に対して電気を必要とする箇所に引き続き電力を供給することを目的として
設置してあります。こうした不意の停電に対して装置の機能を確実に発揮するために
は定期的な点検・整備が欠かせません。
当協会では定期点検と消耗部品の交換を実施しています。

2．蓄電池の点検・交換
　非常用予備発電装置の起動用だけでなく、非常用の電源として蓄電池を設置する
事例が増えています。
　蓄電池は化学反応を利用した装置ですから、経年劣化による機能低下を防ぐため
にも、定期的な点検と交換が必要です。
当協会では、電解液の比重測定、内部抵抗測定等の点検と劣化した蓄電池の交換

を実施しています。

■主な点検ポイントは
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■非常用予備発電装置は点検が大切です
故障原因の大半は、燃料系統のつまりや蓄電池などの不具合による動作不良ですが、日々の点検や定期的な

点検で故障発生率は低減します。
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